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ジダソー学習への机戦》(算数料における

学年・組 単 元 名 本時の学習 目標 学 習 内 容 指導者

1年 1組
かたちあそび

かたちめいじんに

なろう

形に対する見方を深め、構成要素に

気がつき広げる。

島 田 紘 子

1年 2組 折 田 FEl宙

2年 1組
長さ (2)

くふうして

けいさんしよう

長 さを複合単位のまま計算する方法

を深め、位取 り記数法の考えを広げ

る。

秋池千恵子

2年 2組 設 楽 涼 恵

3年 1組
水のか さ ペットボ トルの

かさ比べをしよう

水の入つていないペ ッ トボ トルを用

いて、思考実験 しながら任意単位を

もちいて根1定の考え方を深め、単位

の考えを広 lず る.

中 村 幸 子

3年 2組 宮 澤 唯 一

3年 3組 西 留 弘 蔵

4年 A組

面 積
式のなぞを

とこう

複合図形の求積のアイディアを式か

ら読み取 り、式の見方を深め、求積
のアイディアを広げる。

田 島 一 三

4年 B組 福 田 勇 輔

4年 C組 白石利恵子

5年 1組
分数のたし算

分母がちが う
分数のたし算の

ごくいを考えよう

分母同士の特徴によつて、よりよい

通分の仕方を深め、広げる。

村 井 久 子

5年 2組 井 原 英 昭

6年 1組
線対称

点対称

点対称を

研究 しよう

線対称の図形について理解 した後、

点対称の定義から線対称を見直 し、

線対称の性質から点対称を類推 し実

証 して性質を深め、対称の考え方を

広げる。

関 回 真 実

6年 2組 若 林 信 子

6年 3組 性 藤 晃 二

平成 21年 10月 31国 (上 )

東村山市立萩曲小学校



公

ジグソー学習の公闘

前半

後半

部分の公開… 1組

部分の会開…量組

島国紘子

折田和奮



実践のレイアウト

1、 学年と単元       第 1学年 単元名「かたちあそびJ
2、 単元の目標

0身近な立体を使つた形遊びの活動を通して、立体図形の特徴を提えるなど、図形に

ついての基礎的な経験をする。

○立体図形の面の形に注目する

3、 単元の評価規準

○関心・意欲・態度

ものの形に関心をもち、身近にある立体について観察したり、触れたり、自分

で構成したりしようとする。

0数学的な考え方
身近にあるものの形の特徴を提えて、分類することができる。

○表現・処理

形遊びを通して立体の形の特徴を提え分類したり、具体物の周りの面を写し取

つて面の形に着目することができる。

0知識・理解
身近な立体の観察・構成を通してものの形を認めたり、形の特徴を提えたりす

るなど、感覚を豊かにしている。

4、 単元の指導計画 (全 3次 5時間)I  I部 分がジグソー学習
/1ヽ 一九単 時 らね 動活習学

いろいろなかたちを

みてみよう

1次

1

2

① や円筒のプロックを観察し、特

徴をつかむ。

②立方体や直方体のプロックを観

察し、特徴をつかむ。

・形に着目し、面の形や形状から立体

図形の特徴を調べる。

かたちめいじんにな

ろう

2次

1

2

本時

①身近な立体から分担した形に合

うものを選び、理由を考える。

②研究班で持ち寄つた立体を弁別

し、学習班に趣

・形に着目し、箱の形、さいころの形

、筒の形、ポールの形などに分類する

かたちをうつそう 3次

1

③立体の面の形に着目すること。 ・色紙に面の形を写すことをとおして

、形に着目するi



5、 本田の実践       !
・児童の身近にある様々な立体を用意する。

「さいころの形になつている箱はどれだろう。違うものとどうやつて区別するのかな ?J

「長い箱の形になつているのはどれだろう。違うものとどうやつて区別するのかな ?J

「~9つの形になつている箱はどれだろう。違うものとどうやつて区別するのかな ?J

「ボールの形になつている箱はどれだろう。違うものとどうやつて区別するのかな?J

さいころのかたち

研究班

ジグソ…の流れ

{pftBfi}t,1ti/ul;.ft ai

頭に金豊血

万縮機を

で

じ

一
組

公

開

部

分

しゅ督ょう1 きめたかたちを みつけよう

ば一るのかたち220)*\,fr8ながいはこのかたちさいころのかたち

個人で「かたちさがし」

このかたちは○○だから、～～のかたち

この形はどんな形と言えるだろうか

「なかまのみつけかた」を話し合う

二
組

公

開

部

分

学習班での報告準備

哺かご盤 臓 鵜 をみをり去L篤品盤盤占盛rなろう

学習班での報告

なかまのみつけかたの確認



6、 「4つの課題Jについて
「かたちめいじんになろう」の場では、児童が身近な立体を理想化して形を概形とし

て提えながら、児童自身の言葉を使つて弁別する必要がある。言葉を使つて弁別し、他

者に説明することを通して児童は立体の構成要素に着目して形を認識する必要性に気

がつくのである。

そのため、児童に身近な形として「さいころのかたち」「ながいはこのかたちJ「 つヽ

つのかたち」「ぼ―るのかたちJの 4種類の形を課題として設定した。これらの形は、

面の形や辺の本数が少しずつ共通しており、児童が各立体の共通点や異なるところに着

目することで構成要素から形を認識していくことができると考える。

7、 本時の指導

(1)本時のねらい

ア 立体の特徴をとらえて、分類することができる。

イ ものの形に関心をもち、身近にある立体について、観察したり、触れたり、自分で構成したり

しようとサ
4る
。

(2)学習の展開
教師の活動 児童の活動 留意点など

ユ訓
半

１

の

１

島

田

紘

子

|

・修行① (かたちあつめ)、 修行

② (学習班に教える)の進めか

たを聞き注意する点を知る。

・課題分担の必要性に気付かせ

る

「4つもあるかたちの全部を修

行するのは大変だね。上手な方

法はないかなぁ。J

・かたちあつめ活動開始 (自 力

解決)。

1)同 じ仲間だと思 うものを集

○修行 1(かたちあつめ)

と修行 2(学習班に伝える)

の二つを意識づけること

で、研究班や学習班での日

的を明確にする。

○研究班ごとの集まる場所

を明確にするためにコーン

で表示する。

0分担の際には配慮が必
要な児童がいる班には難

易度 について説明 し、

個々が持つ課題が適切な

ものとなるよう助言を行

う

○ひとつひとつを吟味して

から自分の研究班へ運ぶよ

う指導することで、ただの

で、かたちめいじんになろう |

○今日の学習をつか静。

・修行ひとつじや名人になれないん

プをさ。

・ 4つも形があるのは大変だよ。

○課題を分担する必要性に気付き、

自分の分担への責任感を持つ。

。一人で 4つの形を修行するの大変

だから、みんなで手分けしようよ。

○なかまあ/Dめ をとおして、図形の

特徴に気づく。

。(自分で決めた形をかたち置き場



めるこ

2)研究班で話 し合い、「おなじ

なかまJ「なかまかどうかわから

ない」に分ける。仲間ではない

と思 うものはもとの場所に戻

す。

「それでは、同じ形を修行する

友達同士で自分たちの修行の成

果をみてみよう。同じ形の仲間

が集まつているかな。も し、違

うものあるなと思つたら。班の

みんなで相談 しよう。やつぱり

違 うと思つたら、元の場所に戻

してもよいですよ。」

3)同 じ仲間をみつける方法を

を研究班で話し合 う。

「それぞれのIJIで、たくさんの

形を見つけることができました

ね。では、どのように探せば、

自分たちの形を上手に見つける

ことができるか考えてみよう。」

から選ぶ過程で、既習事項を用いて

解決を行 う。)

。これは、よく転がるからボールの

かたちだ。

・ (牛茅Lパ ックをみて)長い箱の形

に似てるけど、少し違 う。

○研究班で、自分たちの自力解決の

結果を吟味する。

・ (ラ グビーボールを見て)こ の形

は、ボールとは少し違 うよ。

・え !なんで ?

・先がとんがっているから違 うよ。

・ (大きさの違 う箱をみて)これと

これ、大きさが違 うのだけど大丈夫

かなあ。

・全部が四角か長四角でできてるか

ら、同じ形だよ。

○研究班で、同じ仲間の見つけ方に

ついて話し合 う。友だちの意見を聞

き、多様な視点を知る。

・線が全部同じ長さなら、さいころ

の形だ。

・つつの形のには、丸が二つあるね。

これを目印にすればよいん じゃな

いかな。

作業ではなく思考を伴う自

力解決を行うことができる

よう促す。

02つ のかごを用意 して、
「おなじなかまJ「なかまか

どうかわからない」に分け、

仲間だと思う理由を話し合

わせる。話し合いが進まな

いグループには、「おなじな

かま」のかごを意識させ、

大きさの違うものと見比ベ

させる。

○どうやれば、考えを伝え

られるか二、二人組にして

練習させる。図形を使 うこ

とや、よい説明を取り上げ、

同じ研究班の子どもに知ら

せていく。

後

半

　

１

の

２
　

折

田
　

和

宙

4)修行②の練習 (学習班の友

だちに自分の形の伸間の見つけ

方の説明を練習すること)を研

究班で行 う。

「これから、修行 2のための練

習をしましょう。FJIのお友達に、

今自分が修行 した形の見つけ方

を上手に教えるには、どんなふ

うに説明すればよいかな。」

〇研究班で考えた同じ仲間の見つ

け方を学習班の友だちにわか りや

すく伝える。

・言葉だけじやなくて、物を見せる

ほうが多)か りJやすいよ。

・説明できるかやつてみて。

。そこの説明が違 うよ。

○言葉だけの説明に終始す

る研究班には具体物を用い

た説明の有効性を示唆し、

具体的な説明を行えるよう

にする。



○説明に困る児童は、研

究班の仲間に聞きに行く

よう助言する。

○研究班で得た様々な説

明の方法を試 して見るよ

う助言を行 う

○友達の説明を聞いたと

きに、実際に自分もまね

してやってみるように促

していくことでたさhか
らの学びをより確かにし

ていく。

0個々が担当した課題以
外のものについて発表さ

せることで、学習班での

学び を確 かな ものにす

る。

※球→円柱→直方体→立方

体の順で発表する。。それぞ

れの伸FHIの見つけ方、特徴

について確認する。

○学習班に戻り、研究班の成果を説

明する。

。ボールの形は、どこからみても丸

い形で、どの方向にもうまく転がる

ものを探せぱみつけられるよ。

・つつの形は、丸が端に二つあつて

倒 した時に転がる形を探す と見つ

けられるよ。

。さいころの形は、どこの長さもみ

んな同じで、真四角のものを探すと

みつけられるよ。

・長い箱の形は、長四角でい違 う形

の四角でできているものを探す と

見つかるよ

○学習班での学びを発表する。

・ (それぞれの児童が、自己の分担

した課題 とは違 う形について発表

する)

児童の発表内容は、上と同じく。

○図形ごとの特徴を知る。

0丸があるとか、四角とか、平らな

ところの形を目印にすることがで

きた。

・線の長さを見て分 :することができ

たよ。

・学習班に戻る。

・修行②を行 う。 (学習班の友だ

ちに分かりやすく、同じ仲FHlの

見つけ方を伝える)

「ついに、修行 2の時間になり

ました。皆さん準備は良いです

か。自分の班に戻つて、お友達

に修行の成果を教えてあげまし

ょう」

・学習班のまとめを行 う。

「修行の成果はうまく伝わった

かな。これから、まとめをしま

す。お友達の修行の成果をきけ

たか、自分の選んだ形 とは違 う

形について教えてね。 どうやつ

たら、上手に形を見つけられま

したか」

・言葉で説明することを通して、

自分たちが知らない うちに形の

構成要素に目を向けて形を認識

していたことに気付かせること

でかたちめいじん修行のまとめ

を行う。

「みんな、修行の成果を伝えあ

って、上手に形を探せるように

なりましたね。みんなの発表を

聞いて、気がついたことや同じ

ことはありましたか。J

「そうですね、これからも平ら

なところの形や線の長さに気を

つけて形を見てみると形名人に

なれますね」



(3)本時における評価

①学習内容の評価

児童の発言による評価

0自力解決で自己の分担した形の特徴を掴むことができたか。

・自力解決で掴んだ立体の特徴を研究班で説明することができたか。

・学習班で、分担した形の箱について考えを広げられたか。

②学び方の評価

・振り返リカードによる評価。

・研究班での発言による評価。

・学習班での報告の仕方による評価。

・授業中の発言、つぶやきを拾つた評価。

(4)本時の板書計画

=ち
めいじんに なかたちめいじんに なろう

しゅぎょう1

じぶんが えらんだ かたちの はこを
みつけよう。

・はこを よくみて、なかまの みつけかたを
せつめいできるように なろう。
・おなじ かたちを えらんだ ともだちと じようず
せつめいの しかたを かんがえよう。

しゅぎょっ2

しゅぎょう1で  かんがえた せつめいを
はんの みんなに ひろげよう。

・むずかしいときは、 いつしよに しゅぎようし
た ともだちに きいてみよう。
。ともだちの せつめいを よくきいて、じぶんも
せつめい できるようになろう

なかまの みつけかた

ころがる

・どこも    。ながしかくが ・たおすと    。どこから

ましかく     おおい   ころがる   みてもまる

。ながさが   ・かどが 8こ  。まるが ふたつ 。よく

おなじ ・ぜんボ おなじ

しかくではない



第一学年 算数 かたちあそび

体育館配置図

ステージ

入 国
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※研究班で活動する場所には、図形のイラストを賄つたコーンを置く。
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『かたちめいじんになろう』ふりかえりか―ど

がつ    にち

なまえ (

☆きょうの べんきょうを ふりかえろう

(きょうの べんきょうで あてはまるものに Oをつけよう)

1 ともだちに せつめいする ことができましたか。

よ<できた  できた  もうすこしだつた  もつとがんばらないと

2 ともだちの はなしを き<ことが できましたか。

よ<できた  できた  もうすこしだった  もっとがんばらないと

3 きめたかたちを さがして<ることが できましたか。

よ<できた  できた  もうすこしだつた  もつとがんばらないと

4 きめたかたちの さがしかたが わかりましたか。

よ<できた  できた  もうすこしだつた  もっとがんばらないと

☆きょうの べんきょうの ポイントは なんでしたか。
(どうやつたら うま< かたちが さがせましたか)

したの わ<に かきましょう。



ジグソー学習の公開

前半部分の会開… 1組
電

21:J:l目

秋池千慮子

設楽涼恵
~



践のレイアウト

1.単元  第 2学年 単元名『長さ (2)』

2.単元の目標
・ 長さの単位「m」 について知る。
・ lmものさしを用いていろいろなものの長さを測定することができる。
・ 長さについても加法性が成り立つことが分かる。

3.単元の評価規準
[関心・意欲・態度]
・ 身のまわりの lmを こえるものの長さを測定しようとしている。
[数学的な考え方 ]
・ 長さの加法・減法の場面を式に表し、計算のしかたを考えることができる.

[表現・処理]
・ ものさしを用いて長さを測定し、何mttc mと表すことができる。
・ 長さの加法・減法の場面を式に表し、計算をすることができる。、

[知識・理解 ]
・ 長さの単位「m」 を知り、 lcmを 100集めるとlmになること (lm=100C
m)が分かる。

4.単元について
第 2学年の「長さ (1)」 の単元では、長さの単位「cm、 mmJを 導入しt普遍単位
による測定を指導した。「Cm、 mm」 の導入にあたっては、普遍単位を用いることのよ

さや必要性を感じ取つてきた。そして、「Cm」 「mm」 の単位の関係やものさしを使つ

た直線のかき方を理解させ、さらに、長さの加法性についても具体物の測定と結びつけ

て理解させる中で、長さの意味の理解を深めてきた。

以上の学習を受けて、本単元では 100cmを 超えるものの長さを測定することから、
単位「m」 を導入する。また、身のまわりからlmを探したり、自分の両腕を広げた長
さや身長と比べたりする活動を通して長さについての感覚を養つていく。

長さの加法・減法の場面を式に表し、複名数の場合も加減法計算できることに気づか

せていく。複名数の場合は220+70の ように下位単位 (cm)にそろえてから計算
することも考えられるが、本単元では単位をつけたまま立式及び計算してよいことを知

らせ、名数 (単位)ごとに計算して答えを求めさせていく。
本時ではそれを発展させ、長さの繰り上がり、繰り下がりがある場合の加法・減法を

工夫して計算するしかたを考えていく。

5.単元の指導計画
小単元 時 ね らい 学習活動

lmを 超 え
る長さ

1 長さの単位「 lm」 と「lcm」 の
関係が分かる。

大きな長さを測る場面を通し

て、 30cmよ り長いものさ
しがあることを知 らせ、 lm
ものさしを考察する。

2 lmがどのくらいの長さであるか感
覚を身につける。

身のまわ りか ら lmの ものを
探す。



7.2つの課題について
1つ 目の課題は、『 3m60cm+lm50cm』 の計算のしかたを考えることである。

これまでは、『 3m60cm+lm20cm』 のような同じ名数 (単位)同士を足したも
のがそのまま答えになる計算のしかたを学習してきた。本時では、cm同士を足すと
100cmを 超える場合について、様々な計算のしかたを考えていく。
2つ 目の課題は、『2m10cm-lm40cm』 の計算のしかたを考えることである。

これまでは、『 2m60cm-lm40cm』 のような同じ名数 (単位)同土を引いたも
のがそのまま答えになる計算のしかたを学習してきた。本時では、 Cm同士を引くこと
ができない場合について、様々な計算のしかたを考えていく。

8.本時の指導
(1)本時のねらい
。長さの繰り上がり、繰り下がりがある場合の足し算・引き算の計算のしかたを考え、

計算ができるようになる。

(2)本時の展開

導

入

1.課題把握

(課題 1)

T:ク リスマスに向け
て、飾りつけをしま

す。

そのうちの一つは、

黒板とその横の本棚

に、みんなでリボン

を飾ってほしいと思
います。
TIリ ボンはつない
だまま買つてきま

す。どれだけの長さ

のリボンを買つてき

たらいいですか。

TI黒板は、前に測
ったら、
3m60c]mで した
ね 。

・黒板と本棚のどこに

飾りをつけるか、明確

に示す。

C14mぐ らい。
C16mぐ らいだと思、う。
C:黒板と本棚の長さを測ればいい。
C:黒板と本棚の長さは、何mttc mだ
ろう。

ヨ
る
ンヽト
貼
コげ
を
室教

ン

C:本棚の長さも分かれば、必要なリボ
ンの長さが分かるよ。

留意点・手立て児童の活動



・動作を用いて、足し

算でよい ことを確認

し、

3m60Cm+
lm50cmの

式 になる ことを全体

でおさえる。

・動作を用いて、引き

算でよい ことを確認

し、

2m10cm-lm
40cmの 式 にな る
ことを全体でおさえ

る。

二つの長さを足せばいいんだ。
3ⅡL6 0 cm+lm50cmだ よ。
どうやって、計算するんだろう。

C1lmぐらい。
Ci50cmぐ らい。

C:飾る場所までの高さ (長さ)は ?

C:引き算すればいいと思う。
C:2m10cm-lm40cmに なる

と思う。
C:何か今までの引き算と違うな。どう
やって計算するんだろう。

T:本棚の長さを測
ってみます。
lm50cmで す。

T:こ の計算のしか
たは、後でみんなに

考えてもらいます。

(課題 2)
T:も う一つ飾る時
に困つたことがあり

ます。手を伸ばして

も黒板の上まで届き

ません。そこでこう
いう台 を用意 しま

す。

T:台の高さ何m何
cmよ り高ければい
いですか。

T:こ のクラス全員
が届くような台を用

意しましょう。
T:ある子が手を伸
ばした時の長さは、
lm40cmで す。
T:床から黒板の上
までは 2m10cm
です。

3m60cm十
を考えよう。

lm50cm 2m10cm-lm40cmの 計算のしかた

C:台を見る。



展

開

2.自力解決

T:2つの式の計算の
しかたを考えましょ

う。

Tl ① o②を分担して

研究して、長さの計

算のプロになろう。

課題①

CI何だか今までと同じようには足せな
いな。

Ci3m+lm=4m
50cm+60cm
=110cm
答えは4ml10cmか な。

C:3m60c]m=360cmだ な。

lm50cm=150cmだ な。

課題②
C:今までと同じように引けないな。

C12m-lmは できるけど、
10cm-40cmは どうするのだろ

う。

C:2m10cm=210cmだ な。

lm40cm=140cmだ な。

C (課題を分担する。)

・ 2つの問題が書かれ
た ワー クシー トを配

布する。

・ 2つの問題に挑戦す
るよう指示する。

・問題に手がつけられ

ない児童に対 しては、

長 さの足 し算 引き算

は、m同士、cm同士
を計算 した ことを思

い出させる。

・考えが途中 (2m―
lm=lm、 10cm
-40cm=・ ・・ )

の児童や、誤った答え

(4ml10cm)を
書いている児童 に対

しては、訂正せず、研

究班で考 えを深 める

よう声かけをする。
・個人でやること、研

究班でやること、学習

班でや る ことを板書

して、見通 しをもたせ

る。

3.研究班
T:①は、足し算の
計算のしかた、

②は、引き算の計

算のしかたを考えま

しょう。

課題①

C:3m60 cln+lm50cm
=4ml10cm
4ml10cmっ て何かおかしいな。

110cm=lm10cm
4m+lⅡ l1 0 cm=5m10cm

C160cmを 10cmと 50cmに 分
けます。

50cm+lm50cm=2m
3m10cm+2m=51n10cm
です。

C:3m+lm=4m
60cm+50cm=110cm
l10cm[=lm10cm
4m+lm10cm=5m10cm

02人とも考えがもて
ずにいる班には、長さ

の足し算引き算は、m
同士、cm同士を計算
したことを思い出さ

せる。

・何となく説明はでき

ているが、言葉が多く

簡潔でない班には、式

を使った説明のしか

たを考えるよう助言

する。

・説明ができている班

には、声に出して練習

するよう声をかける。

・誤ったやり方に関し



:筆算でや りました。
3m60cm
+ lm50cm
5ml1 0 cm

0+0=0 6+5=11
1繰 り上がって  3+1+1=5

答え 5m10cm

C:筆 算でや りました。
3m60cm
+ lm50cm
5m[10cm

50+60=110
1 1 0 cmt=lm10cm
3m+lm+lm=5 rn

課題②

Cl10cm-40cmは できないの
レ
C,、

2m10cm=lml10cm
lmllocm-lm40cm

lm-lm=0
110cm-4 0 cmi=70cm
だから  70cm

C: 1 0 crn-40cmは できはヽヽ か
ら、

2m10cm=210cm
lm40cm[=140cm
210cm-140cm=70cm

C:筆 算でや りました。
2m10cm
- lm40cm
70cm

O-0=0
1-4=で きないか ら、
きて、 11に する。

2か ら 1借 りて

11-4=7
1-1=0 だから、7 0 cm

ては訂正せず、全体で

扱い検討していくも
のとする。



|

|

:筆算でや りました。
2m10cm
- lm40cm
70cm

l10二 40=70
1二 1=0 だから、

Ci『 m』 どうし、『cm』 どうしで計算
します。

2 rn-l ln=lm
10cm-40cmで きないから、ま

ず、10cmだ け引きます。あと30c
m引けばいいから、
lm-30cm
lm=100cmだ から
100cm[-30cm
=70cm

Cm

4.学習班
T:課題①、②の計算
のしかたが分かるよ

うに説明し合いまし

ょう。

そして、その答えが

本当にあっているか
どうか確かめるしか

たを考えましょう。

課題②
確かめ方
C12ml

課題①、課題②ともに、研究班で考えた

やり方を説明し合う。

課題①
確かめ方
C:3m60cm+lm50cm
=5m10cm の確かめ

5m10cm-lm50cmを 計算 し

て、 3m60cmに なればいいよね。
4ml10cm
与mキ↓ cm
-lm50cm
3m60cm

C:360cm+150cm
=510cm   の確かめ

510-150を 計算 して、360に な
ればいいよね。
4 11

-150
360

cm-1m40crn

・片方の人がやり方の

説明をしたら、説明を

受けた人も必ずその

説明をしてみるよう

指示する。

・やり方は分かつてい

るが、説明が相手にう

まく伝わらない班に

は、式を用いて説明す

るよう支援する。

・二人とも説明が終わ

ったら、答えが正しい

と言えるように確か

め方を考えるよう指

示する。

評価①



=70cm  の確かめ
70cm+lm40cmを 計算して、
2m10cmに なればいいね。
lm40cm
+  70cm
2m10cm

C:210cm-140cm=70cm
の確かめ

70+140cmを 計算して、

210cmになればいいね。
140
70
210

ま

と

め

5.全体
T:課題①は、どの
ように考えることが

できますか。
T:どのやり方も正
しいと言えますか。
T:こ れを確かめる
にはどうしたらいい

ですか。
T:4つ の計算のし
かたの、同じところ

はどこですか。

まとめ

回 Cmど ぅしを足し
て 100cmを 超え
る時は、mを cmに
してから計算してい

るこ

cmど うし引き算
ができない時は、 1

mを 100cmに し
てから計算する。

筆算を使って計算す

ることもできる。

:答えを書きまし

つ。

T

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

(計算のしかた①-1)
(計算のしかた①-2)
(計算のしかた①-3)
(計算のしかた①-4)

言える。

(確かめ方①-1)
(確かめ方①-2)
(確かめ方①-3)

mを cmに してから計算してい
る。
mど うし、cmどうしを計算してい
る。

5m10cmの リボンと、
cmよ り高い台を用意する。

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

７

・多いつまずきに関し

ては、全体で取り上げ

検討する。

・図を用いたやり方を

考えている児童には、

予め画用紙に書かせ、

それを用いて説明す

るように言う。

・児童の発表の鍵とな

る言葉を板書してい

く。

・式を用いていない説

明については、発表者
ではない児童に算数
の言葉 (式)で表現す
るよう促す。

・ノートに、今日考え

た式と、まとめを書く

よう指示する。



|
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6.適用問題
T:分かりやすいと
思 う計算の しかた
で、次の問題を考え

ましょう。

問題 先生 (手を伸
ばして lm90c
m)が、教室の廊下
側 (2m50cm)
に、飾りをつけるに

は、何 cmの台を用
意すればいいです

か。

C:2m50cm-lm90cmを すれ

ばいいんだ。

2m-lmは できるけど、
cm-90cmは できないか

C:2EL5 0 cm=250cm
lm90cm=190cm
250cm-190cm=60cm

C:2m50cm=lm150cm
lln1 5 0 cm-lm90cm

lm-lm=0
150cm-90cm=60cm
だから、60cm

:筆算でや りました。
211n50cm
- lm90cm

0-0=0
5-9=で きないから、2か ら 1借りて
きて、 15に する。
15-9=6 、 1-1=0
だか ら、 60cm

答え Ocmの台を用意する。

・
・
Ｏ

ｏ

Ｃ

５

ら

・学習班で考えるよう

指示する。

・早く終わった班には

確かめ方を考えて、や

ってみるよう促す。

評価②

振 り返 り

T:
・研究班や学習班で

友達に説明すること

ができましたか。
・研究班や学習班で、

友だちの話を聞いて

分かるようになった

ことがありますか。

・ cm同士で足す と
100cmを 超えて
しまう計算や、 cm
同士で引けない計算

のしかたが分かるよ

うになりましたか。

友達に説明することができた。

友達が自分の説明を聞いて分かつて

くれた。

友達の説明を聞いて分かつた。

長さの計算がうまくできない時は、

mを Cmにするといいと思った。
長さの足し算・引き算も筆算で考え

ることができた。

・挙手させることで、

一時間の学習を振 り

返らせる。



(2)本時の評価
① 繰り上がり・繰り下がりがある場合の計算のしかたを説明することができる。

② 繰り上がり・繰り下がりがある場合の計算のしかたが分かる。

(3)板書計画

10月 31日

クリスマスのかざりつけをします。

ひつようなリボンの長さは?

ひつようなだいの高さは ?

① 黒板の長さ→3m60cm
本だなの長さ→ lm50cm
② 黒板の高さ→2m10cm
Aさんの高さ→ lm40cm

lけんきゅうは川→けいさんのしかた

を考えよう。

けいさんのしかたを

友だちに分かるようにせつ明しよう。

①

②

3m60cm+lm50cm
2m10cm-lm40cm
のけいさんのしかたを考えよう。

間だい①

腎え①-11

考え①-21

考え①-31

考え①-41

肇算の確かめガ

まとめ

・mを cmにしてから計算する。
・ひっさんをつかつてけいさん

することもできる。

問だい②

考え②丁ll

考え②-21

考え②-31

考ぇ②二41

1筆算の確かめ劇



実践のレイアウトと摺導案

ジグリー学習の公開

前半部分の公開… 1組 目

盆組 目

3組 猥

中村幸子

宮澤唯―

西留弘蔵



のレイ写

l,学年と単元       第 3学年 単元名 F水のかさJ

2,単元の目標
薇か審の議昧、攣憧と測定 :進ついて理解する。

・かさの議憶「L」 F戒 鳳J「m鷹 Jについて知り、簡単な場合 :避ついて測定がで鬱る。

3,単元の評価規準

○関心・意欲・態度

・かさを数値イヒする必要性やよさに気づき、身の回りのかさをull定 したり、生活に年かそうとし

たりする。

○数学的な考え方

。長さの場
~riを
もとにして、か本の比較や測定の仕方を考えることができる。

O表現・処理
。かさの単位 「翻を用いて身の回りの具体的なもののかさを測定することができる。

○知識・理解

。かさの測定の意味がわかり、単位「L」 を知る。

・「傲 h」 「dhの 単位を知るとともに「LJの単位との関係を知る。
・かさの測定する活動を通してかさの大きさについて豊かな感覚を持つている。

4,単元の構導計画 (全 10時間匡
==画
  部分がジグソー学習

ノJヽ 単 一九 時 ね ふ 学 習 鸞 動

リットル ｌ

本

に

２

фかさの意味、かきの比べ方 ・水のかさを比べることな達 してか

さの比較・ Ell定の仕方や意味を考え

る

34 ○かきの単位 「LJ、 かさの測定 ・かさの単位 リットル 「hJを知る

・ lLますを用いていろいろな水

かさを最る。

5、 6 ⑫かさにういて加法性が成 り立つ

こと

・水のかさlま、加減ができることな

知る。

デシリットル T 〇かさの単位 「dL」 と単位の関

係

・かさの単位デシリットル Fd h

を知りlL驚 1岨 Lな知る。

亀ジリットル 8 ⑬かさの単位 「dhと 単位の関

係

・かさの単位 ミリリットル 「m LJ

を知 りlL鴛 100mLを 知る。

たしかめてみよ

つ 9

o単元のまとめ

O単元の評価

単元のまとめをする。

単元の評価をする。

願

1翻



・ 爾々の生活で使う水の量の紹介を

する。

わくわく

ジヤンシジ

応用・活用

・発展

○身のまわりの水のかさ

5,本 国の実餞                      ｀

・かきの意味、かさの比べ方を考える。

・ 3つの課題

3つのペットボ トルのかさ比べの仕方について考え、予想できる。

A(あ・い・う)  B(あ ・い・ う) C(あ ・い・ う)

響グソーの鶯れ

A(轟・もヽ・う)
研究鐵

ペットボトルのかさくらべをしよう。

B(あ・い。う)

学習菫で課題を選ポ。

醸 (あ・い・う)

研究壼

―――J

＼ 」／

C(轟・い・う
0)

研究逓

/‐ ヽ

撃雪饉での報告準備

学警班
(

学赳職での範審

＼ /
侵書を聞感ように轟機が轟ると便利な攀が分かる。

＼/

申2"

＼   /
どのように購べられるでしょうか。



4 研 究 班 で の研 究

・ 研 究 班 に な つ て 、お 互 い

の 考 え を伝 え合 い 、そ の他

に も 方 法 が な い か 考 え ま

し ょ う。

・研 究班 と して どのや り方

が 一 番 い い か を 決 め ま し

5 本 時 の ま とめ

・ 次 時 で は、学習班 に戻 り

一 番 良 か つ た 方 法 を伝 え

合 い ま しょ う。

い
っ

・ 学習 班 で AOB・ Cを 分担す

る。

くた らよいで しよう。

(ら いで しよう。
'り 方 とそ の根 拠

・え させ 、言 葉 だ

iは な く、図や絵

い て説 明 し易 い

に書 かせ る。

き詰 ま る子 に :ま 、

や 太 さで な く、

}量 で比 べ る こ と

|ズFI。

:の ペ ッ トボ トル

ト
を配 り、仮想 実

|せ る こ とを通 し

:童 のイ メー ジ を

|ま せ る。

・ 1つ に水 を入 れ て他 のペ ッ ト

ボ トル に入 れ てみ る。 (直 接 比

較 )

。ほか の容器 に水 を入れ て比ベ

てみ る。 (間 接 比較 )

・コ ップ な どで測 つてみ る。(任

意 単位 で測 る )

・各 自が考 えた方法 を ワー クシ

ー トを見 なが ら話 し合 い 、そ の

他 の方 法 が ないか 、考 え る。

・課題 にそ つ

や 絵 で分 か

よ うにす る。

て考 えた方法 を図

り易 く説 明 で き る

ふ か え りを書 き、交流 し合

ヽ
つ

・ や

を考

けで

を用

よ う

。行

高 さ

中の

を指

・ 塞

な ど

験 さ

て賢

膨 ら

次

時

1 学習班 で伝 え る
。(前 時 のふ り返 りを した

後 )学 習班 に戻 つて、 自分

た ち の 決 め た 一 番 い い 方

法 を伝 えま しょ う。

。自分 の研 究班 で決 めた一番 い

い方 法 を学習班 で伝 える。

・ワー クシー トに書 いて あ る こ

とを も とに考 え を伝 える。



「 3つ の課題 Jに つ いて

初 めて 「か さ」 を学習す るが、 2年 生 の ときの 「長 さ」 に任 意 単位 が あつた よ う

に、「か さJに も任 意 単位 が あ るのではない か とい うこ とを、発 見 させ て い くた め

に、 9本 のペ ッ トボ トル のか さ比べ をす る こ とを課題 と した。 9本 をみ ん なで比

べ るの には時 FH5が かか るた め、同 じぐ らい のペ ッ トボ トル のか さを A・ B・ Cグ

ル ー プ にわ け、考 え させ るこ とに した。

本 時 の指 導

(1)本 時 のね らい
。自力解決 の場 で 3つ のペ ッ トボ トル のか さ比べ の仕方 について考 え、予想

で き る。

・研 究班 の場 でか さく らべ の仕 方 につ い て 、直接 比較・ 間接 比較・任 意 単位

に よる測 定 のアイデ ィア を出 し合 つて 自分 の考 えを深 め る こ とが で きる。

・学習 班 で は研 究班 の アイデ ィア に よつて得 た情 報 を交換 し合 い、仮想 実験

した り、今 後 の実験 の手順 を相 談 した りして 9個 のペ ッ トボ トル のか さに

つ い て大 き さ順 に並べ る こ とが で き る。

(2)本 時 の展 開

教 師 の活動 児 童 の 活 動 留意 点

本

時

。今 日は水 のか さの学習 を

します。「か さJが 何 か知

っています か。

・ タイ トル を書 く。

1 課題提示①

「知 つ て い る」、「知 らな い J

「量 J、 「重 さ」

・ 水 の量 =水 の か さ

で あ る こ と を 知 ら

せ 、「重 さ J、 「高 さ」

等 とは無 関係 で あ る

こ とを伝 える。

‖

・ 3本 の ちが う容 量

のペ ッ トボ トル を 3

組 (A・ BoC)用 意。

見や す い よ うに、水

に色 をつ けた こ とを

伝 え る。

・ 21の ボ トル は一

番 容 量 が多 い の は 当

然 と して除 く。

・ 予想 が書 け る ワー

クシー トを用意。

ペ ッ トボ トルのかさくらべをしよう。

・か さ く らべ を して も ら う

た めに、用意 しま した。(こ

こでペ ッ トボ トル を提示 )

。どのペ ッ トボ トル が一番

多 く入 りそ うです か。

。そ の次 は どれ だ と思 い ま

す か。

・ 水 のか さが多い順 に、 2

番 か ら番 号 を つ け て い き

ま しょ う。 (ワ ー ク シー ト

を配布 す る)★ 2に は、 ど

うしてそ う思 つた のか、理

由 も書 きま しょ う。

「太 い の」「背 が高 いの」

「そ ろ つ て い な い か ら比 べ ら

れ ない よ」

・課題 を理解 し、 9つ のペ ッ ト

ボ トル に入 る水 の か さ調 べ に

関心 を もつ。

。自分 な りの 9本 の順番 の予想

をたて る。また、ど うしてそ う

予想 したのか を書 く。
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4 研 究班 での研 究
・ 研 究班 になつて、お互い

の考 えを伝 え合 い 、そ の他

に も方 法 が な い か 考 え ま

しょ う。

・研 究班 と して どのや り方

が 一 番 い い か を 決 め ま し

5 本 時 の ま とめ

・ 次時 で lま 、学習班 に戻 り

一 番 良 か つ た 方 法 を伝 え

合 い ま しょ う。

”
９

・ 学習 班 で A・ B・ Cを 分担す

る。

くた らよいで しよう。

(ら いで しよう。
'り 方 とそ の根 拠

え させ 、言葉 だ

'は な く、図や絵

い て説 明 し易 い

に書 かせ る。

き詰 ま る子 には、

や 太 さで な く、

}量 で比 べ る こ と

1示 .

:の ペ ッ トボ トル

｀
を配 り、仮想 実

せ る こ とを通 し

:童 のイ メー ジ を

.ま せ る。

・ 1つ に水 を入 れ て他 のペ ッ ト

ボ トル に入 れ てみ る。 (直 接 比

較 )

・ほか の容器 に水 を入れ て比ベ

てみ る。 (FHD接 比較 )

。コ ップ な どで測 つてみ る。(任

意 単位 で測 る )

・各 自が考 えた方法 を ワー クシ

ー トを見 なが ら話 し合 い、そ の

他 の方 法 が ないか 、考 え る。

・課題 にそつて考 えた方法 を図

や 絵 で分 か り易 く説 明で き る

よ うにす る。

ふ か え りを書 き、交流 し合

い
つ

・ や

を考

けで

を用

よ う

。行 ヽ

高 さ

中の

を指

。空

な ど

験 さ

て児

膨 ら

次

時

1 学習班 で伝 え る
。(前 時 のふ り返 りを した

後 )学 習班 に戻 つて、 自分

た ち の 決 め た 一 番 い い 方

法 を伝 えま しょ う。

・自分 の研 究班 で決 めた一番 い

い方 法 を学習 班 で伝 え る。

・ワー クシー トに書 いて あ る こ

とを も とに考 えを伝 え る。



・ 3本 の ちが う容 量

のペ ッ ト́ボ トル を 3

組 (AOB・ C)用 意

結果 を記入す る ワー

クシー トを用 意

・学習班 の 3人 で協 力 して計測

す る。

・ 任意 単位

・ 直接 比較

・ FHl接 比較

2 実際 に比べ てみ る
・ 自分 た ちが決 めた一番 い

い 方 法 で 実 際 に 比 べ て み

ま しょ う。

結果 の発 表

本 時 の ま とめ

どのベッ トボ トルが一番入 りますか。順番をつけま しょう。

・ コップ (空 き容器 )を 使 うと

比べ られ る。

・測 るものをそろえない と比ベ

られない。

・か さの単位 はないのかな。

・ふ りかえ りをす る。

(3)板 書 計画

水 の か さ (水 の りょう)

ペ ッ トボ トル のか さくらべ を しよ う ⑫
　
②

どの よ うに調べ た らよいで しよ う。

ち力れ はヽ どの くらいで しょ う。

よそ う

。太 い のが多 く入 り

・せ の高 いのが多 く

。見 た 目だ けで は く

そ う

入 りそ う

らべ られない

★ い ろい ろな調 べ方 を考 え よ う。

(4)ワ ー クシー ト
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ジグリー学画の位囮

前半部分の公開・蘭彗に組 回

前半部分の会開…圏組

後半部分の会開…A組

自石lll文子
目福圏翼輔
目国島―二



咆 ≫

1,学年と単元
2,単元の目標

欝 4学年 単元名 「面積」 ～式のなぞをとこう～

・面積のいろいろな求め方を進んで考え、求積しようとする。

・面積を、単位面積のいくつ分で表すしかたを考える。

・長方形、正方形の面積をt計算によって求めるしかたな考え、公式 (言葉の式)に まとめる。

・工夫して攘合図形を求めるしかたを考える。       ・

・公式を用いて、長方形、正方形の面積を求めることができる。

・広さに応 じて、単位 (「臨J「ポJ「 c浦J)を使い分 l■ることができる。

・長方形、正方形の面積の公式や、単位の意味や用い方がわかる。

3,単元の評価規準
O関 Jか・意欲・態度
。長方形と正方形の面積を比べる方法を考えたり,面積の大きさを数値化したりして表すことのよさ

に気づく。

・豊方形や正方形の面積の公式を作り出したり,公式を活用したりしようとする。

○数学的な考え方

・長方形,正方形の面積を,これまでに学習した量と測定の考え、をもとにして,任意単位のいくつ分

や普遍単位で表す方法を工夫して考えることができる。

・長方形や正方形の面積を計算によつて求めるしかたを考えることができる。

・長方形を組み合わ溝た形の面積や面積と横の長さから縦の長さを求めるしかたを考えることができ

る。

○表現・処理

・長持鷺 ,正方形の面積を,面積の単位を用いて表すことができる。
・提方形や正方形の必要な週の長さな測り,公式を用いて面積を求めることができる。
。長方形や正方形の面積を求める公式を用いて,長方形を組み合わせた形の面積や面積と横の長さか

ら縦の長さを求めることができる。

○知識・理解

・面積の意味や,単位のいくつ分かによつて面積が表せること,単位「面Jの意味がわかる。

・長方形や正方形の面積の公式の意味や用い方がわかる。

・「ぷ,断Jの _lin位を知るとともにぶとポ,ぶと扇の関係がわかる。

・身のまわりにあるものの面積の大きさにふさわしい単位を選択するなど,面積についての豊かな感

覚を身につける。

4,単元の指導計画 (全 14時間)鳳 輔贔鳳 部分がジグソー学習

しヽね

①普遍単位のいくつ分での蓑し方
を考える。

⑫面機の意味、単位の意味を理解

・ 子のひ らの広 きの比べ方や大きさ
の表 し方を考える。

・ 1職方眼にかかれた面積を求めた

癒賛さくらべ 1,議

小  単  元 時 ら 学 習 講 動

‐

1‐



する。 り,l cm方眼ほ 6c退の広きの様々な

形の図形を作図したりする。

長方形や正方形
の面積

3

4

⑫提方諄の面積の求め方を考える。

①長方形の面積を計算によつて求

める。

機正方形の面積の求め方を考える。

③正方形の面積を計算によつて求

める。

・長方形の面積を計算によつて求め

るしかたを考える。

・正方形の面積を計算によつて求め

るしかたな考える。

大きな面積の単

位

5 僻面機の単位 「1平方メー トル J
の意味を理解する。

大きな面積の表し方を話し合い
「ポJを用いるしかたな知る。

6

T

① l猟 減 100 cmの 関係をもとに、
「爾fJと 「重」の関係を理解する。

⑫広さに応じ
~~C、

単位を使い分け

る。

「ぷJと ,「 c重Jの関係を考える。

「aJ「 haJの関係を考える。

F餓Jと 「ポJの関係を考える。

面積の公式を使
つて

8 ⑬図に補助線をり|く など工夫して

考える。

・長方形を組み合わ靖た図形の面

積の求め方を考える。

9

10

⑪ 6種類の式を進んで考える。

⑫式を読むことを通して、
.複
合図

形の提え方・見方を広め、いろい

うな求積のしかたを理解する。

・複合図形の
~m~積
を求めるための 6

種類の式の意味を考える。

・複合図形の面積を求めるための、

6種類の式の意味を説明したり,友

達の考えを聞いて質問したりする。

ll ⑬面積から辺の長さを求めるしか

たを、国を用いた式に表すなどし

て考える。

・面積から長さを求めるしかたを考
える。

たしかめてみよ

つ

12 ⑭学習のまとめ 学習のまとめなする。

13 ⑮学習の評価 学習の評価なする

わくわくサャレ

ンジ
14 ①図などを用いて、もとの面積の

4倍になることを説明できる。
・縦と横の辺の長さをそれぞれ 2倍
にした時の、

~m~積
の変ィLを考える。

5,本 国の実践

・式が求積のアイディアを端的に表していることに注目して、次のような 6つの式を提示し、式か

らアイディアな読み取わせたい。

・ 6つの課題を抽出する。

A「 9× 6=54」 B F3X9× 2凛 5 4J C「 3X3× 6篤 5 4J D「 6X3X3議 54J

E「 (9+3)X9翼 108 108+2驚 5 4J F「 9× 9… 3X3X3恵 54」

‐鵞‐



鞣ゲソ…Q朧れ

颯

6,「 6つの課題」についで

・複合図形の面積の求め方 |ま、長方形・正方形の形に区切 り、足したリリ|いたりして求めれぱ答え

が出るといことは学習済みである。しかし教科書で :ま、長方形・正方形の形に分割 してたす方法、全

体から余分な長方形・正方形の面積な夢|く 方法の 2つのみ扱つている。脅こで今回|ま形をただ区切る

だけでなく、複合図形の面積の多様な求め方を考えさせ、求積の楽しさを味わい、図形についての見

方を豊かにするために、AF等積変形」、BCD「 任意単位の何倍かJ、 E「倍積変形 J、 F「全体から

余分戦長方形・正方形の面積を馨|く Jの 6つの式を設定した。

・なお、BCDに ついて :ま、考え方が同じであることに気づくことが望ましいが、気弓かない場合

|ま、最後の教師によるまとめで補 う。

3‐

6X3X3雛 54

9X9-3 XttX 3糠 54

丁天薇壼藤亀面積の出し方を電:え轟盛

3X3X6鰹 5尋3X9X盆 鐵 549X奪 雛 54

奪までの準習審生かして自分働力でといてみよう

挑戦した結果で研究鷺への観量でを持つ

挑戦 したい問題を瑾内で決める

研究理に分かれる

考え方がわかるよう1二塁量L菫量聾鯉豊重

学習班での最昔準備

学習壼にもごら

学習理で考え方、導き出した籍論を犠几含う

で研究していない問題を説明し含う

求積のアイディアでまとめる

08幸 盆震 議凛

問題碧菫

|  |
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7,本時の結導

(1)本時のねらい

・式を読むことを通して、複合図形を多面的にとらえ、考え方を広め、いろいろな求積の仕方があ

ることを理解する。

・ この複合図形 :ま、長方形・正方形の面積から、全て求められることが分かる。

・他の人の考えを聞いたり、講し合いを行いながらt式から求積のアイデプを考える楽しさを知る。

(2)本時の農聞

動活の師教 児 童 の 活 動 留意点など

前

半

授

業

４
　
の
　
Ｃ

0では、自分ではどうやつて面積を求

めますか。考えてみましょう。

○式が何となく浮かんだ人。

O実は、 8人が考えた式があります。

※ 6人が、考えた面積の出し方を提

示する。

1、 課鐘鍵T
複合図形を見管る。

前__ 
可

(3心中~     (3∬

蔦 冨〕
om)積)

(3圃 )

¬
]輔隋

iF[][[I)

①この図形の面積を求めたい |す ど、ど

ハい港ヽな。うしたら1

фどこの長さが必要ですか。

っヽぱい必要だかつて し○考え方によ″

ら、今日Iま特剛iに全部教えます。

1、 課饉を理解 しようとする。

①変な形の図形だな。

○長さがないと、計算できない

から、長さを教えて欲 しい。

①左の線と上の線と下の線

と・・・ .

○今まで習つた長方形や、正方

形に分けながら
~m~積
を求めれ

|ずできるよ。

①「はい」「まだよくわかん

ないな。J

O式が分かつているのに、何

をすれば、いいのだろうこ

O面積の答え:まもう分かつて

いるよね。

○問題を貼ること

により、問題の意

図を理解させる。

○複合図形に|ま、初

め|ま長さを入れて

おかない。

○この とき、長 さ

を全て入れる。

○ここでは、頭の

申で考えるだけに

しておく。

“4解



さん  3X9× 2窓 54

さん  3X3X6雲 54

さ海 6X3X3奪 54

Eさ ん (9+3)X9=108
108÷ 2等 54

さん 9X9-3X3X3蠍 54

3、 学習班で課題の分担

学習班が 3人が T班,4人が 1班あ

①式ざたくさんあるのに答え

l‐■みんな同じだ。

○今までの道で、式からどうい

う方法で面積を求めたかを考

えればいいんだ。

○選さんの考え方がちFpと も

分か bなかつた。

① Fさ んの考え方 |ま、教科書

の練習聞層にもあつたね。

① Aさ んの最初の式が一番短

い 。

OCさ んとDさ んの式:ま 3と
6が入れ替わつているだ l・lだ。

Φ式も答えも分か

っているのは何を

すればよいのか分

からない児童に対

して、今までは自

分たちで式を立で

く答えを求めてき

たけれど、今関は

なぜ、このような

式を立てで面積な

求めたのか、式か

ら面積の出し方に

ついて考えること

を確認する。

〇課題を分担する

とき:こ |ま、

①分からないから

その問題を研究す

る。

9分かったから、

研究戦の人に伝え

たい.

Q分かつたけど、

るので、

A D E

鵬 O F

A tt D

A tt F
p tt E

緞 E F

E C 鷲

F] 4人 班

○自分が分かる間

題から、取 り組む

ように指示する。

①図形の中にも外

にも線を引いて考

えるよう助言する。

2、今までの学習を振り返り、

自分の力で問題を解いてみる。

OAさ んからFさ んまでの間

題を、ワークシ・――卜に自分で

考えたことをかいていく。

0分かつた問題から、説明文

をリークシ・・・―‐t卜 にかいていく。

2、 自力解決

式から、 6人の面積の求め方を考え、説明しよう。

番人班

曝
6‐



6、研究難で聞饉解決1融戦り織模せる。

○グル bF―プの人たちでよく相談しで、

分からないことのないようにしましょ

う。

○どんな考えで答えを見つけられたの

か、考え方が分かるように工夫して説

明しましょう。

①同じように考えられる式はないだろ

うか。

3、 A～ Tの問題別研究班に

分かれて、それぞれ A～ Fの

問尾菫に買kり 劇監tp.

O問題 Aの グループの例

9× 6繁 54

:ノ 1右側の正方形

:を真ん中に移動さ

せ る。

o問題 Bの グループの例

3X9X2難 54

ⅢⅨⅢコ下の正方形を

C tt Γ

にあらか じめ決めてお く。

○自分でやつてみたい問題を襲で決め

ましょう。

①自分でよく考えで答えを出してごら

ん。

○国ってい発人も多いようなので、研

究職に分かれて相談 しましょう。ただ

し、あとでもとの学習班に戻つて他の

友だちに説明 してもらいます。研究班

増 しゃか り勉強 してきてください。

o(班で A、 B、 C、 D、 E、 F

を分担する。)

○ 研 究班に分かれる)

A(3人 )Bl(3人 )B2(3人 )

C(3人)D(3人 )

El(3人)E2(2人 ))

Fl(3人 )F2(露 人 )

他の人の違 う考え

が聞 :す るかもしれ

ないから。

の 3つの観点から

お互いに考えで決

めさせる。

○研究班の数篠 9

○簡単、簡潔、明

瞭を算数の問題解

決の基本的な姿勢

にすることを確認

る。

o図や絵での説明

が、シンプルであ

るように基本姿勢

を確認する。

○研究班での話 し

合いが、方眼ボー

ドを活用して行な

われるよう助言す

る。

○式の数字と図の

中の数字を対比し

て説明できるよう

にする。例えば間

題 D F6 x 3 x 3J

の場合、61ま縦の

長さ、次の 3は横

の長さ、その次の 3

1ま 6X懲 の長方形

が 3個あるという

ように説明さ靖る。

①問題 Cの グループの例

3X3X6=54

o問題 Dの グル…プの例

6X3X3輩 54

3X3の

正方形が 6個

あるから6倍

6X3の

長方形が 3つ

あるから3倍

6‐



0グループ全員が学習班に戻つて説明

できるように練習しましょう。

4、 学コ職で轍鬱、班肉の理解を深めさ

管る。

OFHEtt Eの グループの例

(9■ 3)× 9章 108

108+2=54.

もとの形を

|ひっくり鷲菫可ド

と 2倍になる

か ら、2で害J

る。

OFH5題 Fグループの例

9X9-3X3× 3=54

正方形の形に

して、全体か

ら空欄を引く

○お互い教え合い、学習班に

戻つてからの説明をするため

の表現方法を相談し、繍習す

る。

○方眼ボー ドに、説明をかく。

4、 各学習班に戻り、各問題

についての考え方、導き出し

た結論を伝え合 う。

O(A、 B、 C、 D、 E、 F)の

順に各学習班で発表し伝え合

う。各自がリークシー トの図

を用意して説明する。)

○問題 Aの担当児童の例

・ 3X3の 正方形を移動させ
る。 9× 6の長方形で求めら

れる。

○問題 Bの担当児童の例

・ 3X3の 正方形を左下につ

:する。 3X9の 2個分なので
3X9× 2凛 54と なる。

・研究班でのまと

め方は、「こうい

うやり方になりま

す。なぜならOO
OOと いうわけだ J
のように、図や式

をもとに説明でき

ることを期待 して

いる。

○自分でかいたも

のを見せながら説

明ができるように

する。

○発表者 |ま聞き手

に対し、自分のフ

ークシー トを使い

操作させながら、

理解を確かにさせ

る。

○方眼ボー ドlま黒

板に貼つておく。

○報告の仕方につ

いて、図や式、言

葉を上手に使うで

報告することを心

力れすさ鶯る。

後

半

授

業

４
　
の
　
Ａ

４
　
の
　
Ｂ

粽7‐



機、金体覺畿と譲走め

OA"Fの式の意味を説明してもらう。

学習班で研究してない人に説明しても

らラ.

○自分たちの考えと似でいるところ、

違 うところを考えながら説明を聞きま

しょう。

OAか らFま で説明してもらう。

○“一つの形の面積の求め方がたくさん

あることな、まとめる。

○問題 Cの担当児童の例
03X3の 正方形が 6個ある
ので、 6倍 して求められる。

○問題 Dの担当児童の例

・ 6X3の 長方形が 3個 ある
ので、 3倍 して求められる。

○問題 Eの担当児童の例

・形をひつくり返して、下には

めると長方形になる。 2個分

あるので 2で割れぱ求められ

る。

○問題 Fの担当児童の例

・でこばこしているところに

線をり|き 正方形にする。余分

な面積を馨|けぱ求められる。

5、 発表 し合 う。

○私 :ま Aを研究 しましたが、E

の (9+3)X9=108
103÷ 2=54の 式の意繁

を説明 します。図のように、こ

の形を逆さにすると長方形に

なります。

(9+3)X9=108

同じ形が 2個分あるので 2で

割 ります。

108+2=5基

これで説明を終わ ります。

○僕は Bな研究 しましたが F

の 9X9-3X3X3=54

にやいて説明 します。

○このとき、Eを

発表するときには

Eを研究 したグル

ープではない児童

に発表 させ る。

○控れぞれやつて

いない班 Iま、聞き

ながらソークシ…

卜:こかかせる。

補助線をり|

|いて正方形に

3‐

です。 始して、余



OA～ Fには似た様な考え方がありま

す。どれか、分かりますか。

Oつまり

① 3と Cと Dは、正方形や長方形を

一つの単位として、その何倍かで求め

る方法です。

②治の他は、す
~C・
に習つた長方形や正

方形に形を変えて求める方法です。

分な形 3X3X3な 辱|く と
54になります。

OAと BIま移動 して考えまし

た。

OCと Dは同じ大きさのいく
つ分で考えました。

OElま、元の形を 2倍 して考

えました。

OFIま、全体から余分なとこ

ろを馨|き ました。

○分け方が上手く

分からないときll■、

教師側が、ヒントを

出しながら、まとめ

ていくようにする。

(3)本時における評価

①学習内容の評価

ワークシー トによる評価

・ 自力解決で A、 B、 C、 D、 E、 Fの三つ以上式の意味が分かつたか。

・ 自力解決で線を引いたり、形を動かしたり、図形のいろいろな見方ができたか。

・研究班で相談し、式の意味について考えを深めたか。

・学習班で、式の意味の説明が、聞き手に分かるようにでき、考えをJA~げ られたか。

②学ぴ方の評価

・振り返リカー ドによる評価。

・研究班での発言による評価。

・学習班での報告の仕方による評価。

・授業中の発言、つぶやきを拾つた評価。

(4)本時の板書計画

①前半授業

式から、 6人の面積の求め方を考え、説明しよう

A    p

9× 6罵 54 3X9X

頭の中で、解き方を考えてみよう。

C        D        E          F
2霊 54   3X3× 6穣 54   6X3X3=54   (9+3)X9議 108   9X9-3X3X3型 稗

108キ 2慧54

まとめ  式から面積を求めるアイデアを、想像するつて楽しいですね。

1、 自力解奥をしよう   2、 課題を分担しよう   3、 研究班で深め舎お う

'9晏



勧後半援難

(5)ソ ークシ・‐‐k―・ト

Aさ んの求め方
9X6=54

自力解 rlA 研究班

式から、 6人の面積の求め方を考え、説明しよう

A 9× 6灘 54 3  3X9× 2轍 54 C 3X3× 6蹴 54 D 6X3X3職 54

(や りやすい形に変形した) : ″ :

(同 じ大きさの形を 2倍 した。) (同 じ大きさの形を 6倍 した。) (同 じ大きさの形を 3倍 した。)

脱  (9+3)X9朝 I感

108キ 2=54

9X9…"3X3X

まとめ  同じ形でも面積の求め方が
たくさんあることが分かつた

機 f‐3に ヒ√て求めた) (全体から余介なところをひく)

面積

議題 式から、6人の面積0求め方を考え.離明しよう.

*私は研露班の       班です。

ホみんなで研究するのは

研究班で式の考え方のまとめを書きましょう.

‐10‐



ジグリー学習の/AR開

前半部分の会開… 1組・村井久子
2組 饉井原英昭



1,学年と単元   第 5学年「分数の大きさとたし算・ひき算J
2,単元の目標
○ 分数の分母、分子に同じ数を乗除してできる分数は、もとの分数と同じ大き挙

を表していることを理解する。

○ 分数の相等、大小について考え、通分のしかたについて理解する

○ 分数の加法、減法の計算のしかたを理解する。

3,単元の評価規準
○ 関心・意欲・態度
・分数の相等や、分数の大小の比較をしかたを調べようとしたり、同分母、異分

母分数の加法・減法の計算のしかたを考えたり、それらを活用しようとする。

○ 数学的な考え方
・分数の相等、大小について数直線や図に表して調べたり、分数の意味をもと

に考えたりすることができる。

・同分母分数の加法、減法のしかたや通分の考えをもとに、異分母分数の加法、

減法の計算のしかたを考えることができる。

○ 表現・処理
・大きさの等しい分数を作ったり判断したりすることができる。

・分数を通分して、異分母分数の大小を比べることができる。

○ 知識・理解
。大きさの等しい分数の判断のしかたや「約分Jの意味がわかる。
・異分母分数の大小の比べ方や「通分」の意味がわかる。

・分数と小数の大小の比べ方がわかる。

・異分母分数の加法、減法の計算のしかたがわかる。

4,単元の指導計画 (全 4次  15時 間)EIII部 分がジグソー学習

小  単  元 時 らね 動

分数の大きさ比べ

(同値分数 )

1次

1

大きさの等しい分数の考察 面積図や数直線を用いて 1/2と

同じ大きさの分数を見つけること

を通して、大きさの等しい分数が

あることを知る。

分数のたし算ひき算 2次

1

2

3

4

同分母分数の加法計算

同分母分数の減法計算

帯分数を含む同分母分数の減法。

3日の計算

・分数でも加法ができることを知り

その計算の仕方を考える。

・答えが 1よ り大きくなる分数の加

法の計算の仕方を考える。

・分数でも減法ができることを知り、

その計算の仕方を考える。



帯分数でも減法ができることを知

り、その計算の仕方を考える。

分母の大きさ (異分母 ) 次
　

１

2

３

　

４

5

異分母分数のの相等

約分の仕方 (分母の大小)

異分母分数の大小、通分の仕方

分母を最小公倍数にして通分す

る

分母のカー ド遊びを通して、分母

の大小について話し合う。

1/2,2/4.3/6の分母どうし、分子どう

しの関係を調べ、大きさの等しい

分数について知る。

大きさの等しい分数の作り方を考

える

12ノ 18と大きさが等しく分母が小さ

い分数をつくり約分の意味を知る。

3/5と 2/3のような異分母分数の大

小の比較のしかたを考える

通分の意味を知る。

4/9と 5/12のような異分母分数の通

分の仕方を考え、まとめる。

異分母分数のたし算と

ひき算

4次

1

2

3

4

異分母分数の加法計算

異分母分数の加法で約分をする

計算

異分母分数の減法計算

異分母分数の減法の約分をする

計算

1/2+1/3のような、異分母分数の加

法の計算の仕方を考える。

5/6+2ノ3のような、異分母分数の加

法で、答えを約分する場合の処理

の仕方を考える。

1/2-1/3のような、異分母分数の

減法の計算の仕方を考える。

5/6-1/2の ような、異分母分数の

減法で、答えを約分する場合の処

理の仕方を考える。

5

3日 の異分母分数の加減計算

単元のまとめ

・2/3+1/2‐ 3ノ4のような 3日 の計算の

仕方を考える



5,本日の実践
・「牛乳とコーヒ∵を混ぜてカフェオレを作ります。一番たくさん飲める組み合わせはど

れでしょう?」 と課題を設定する。

03つの問題を抽出する。  A
B

C

・ジグソーの流れ

課題を把握す劉

臓題を抽出する|

浄習班で選択する|

自力解決する

研究班に分かれる|

諸えを課める|

競明準備をすd

準習班に戻劉

鍛告・説明し合う|

陽えを広げ劉

課題の結論を上J

隆員でまとめる|

「牛乳が 1/3J
「牛乳が 1/3J
「牛乳が 3/10"

0コーヒーが 2/5″ J
・コーヒーが 1/6J」
・コーヒーが 1/6J」

分母が違う分数同士のたし算はできるだろうか

最小公倍数をもづ√一方が他方の倍数
ヽ               ノ

√ 自 力 解 だ

卜母をそろえればできそうだ

だ更爾蔽万竃万薫肩万覆下面万蒼できるのだろう ｀
ヽ                                         _______     ノ

＼ /
〆 1/3+1/6｀

研究班
ノヽ

各班ごとの通分の極意研究

わせの中で      ヽ
て    同じやり方でです1主
√百平習政での報告準備 ｀
ゝ                           ノ

1学習警_l 匿
√~学習班での報告 ｀
ヽ                    ノ

＼ ∠
―
Ｉ
Ｌ
／

１
１
Ｊ
＼

√
通分の極意には 3種類ある

ノ

＼ /
√
¬覇西蘊み合わせによって、簡単・分かり易く・むだのない方法を採用

ヽ
　
ノ

＼/

「
募百万夏百百万類万肩丁藁〒百蚕肇

:な
奎求め方が鍵ど二じ

互 い :こ



6,「 3つの問題」について

一般に通分するには公倍数を分母とすればよい。その場合、数の関係を確かめずに機械的に

課題をかけ算して分母とする傾向がある。そこで、①分母の一方が他方の倍数になっている場

合、②互いに素の関係にある場合、③互いにかけた場合以外に最小公倍数を持つ場合、の3つ

の問題を設定し、より良い通分を意識させようと考えた。

7,本時の指導

(1)本時のねらい

・既習の同分母分数の計算方法をもとに考え、分母をそろえれば異分母分数のたし算もで

きそうだと考える。

・同値分数の考えをもとに共通な分母を見つける。

・異分母分数のたし算の計算方法を理解する。

(2)本時の展開

教 師 の 活 動 児 童 の 活 動 留意点など

二則

半

部

分

1.課題を把握させる。

○分母が同じ分数はたし算できること

がわかりました。極意は ?

1=課題を理解しようとする。

O「分母はそのまま分子をたす」

牛乳とコーヒーを混ぜてカフエオレを作ります。どんな組み合わせがて

き、それぞれのカフェオンの量は何どできるでしようか。

○今日は、前回できなかった組み合わせ

を計算してみましょう。

○前回と違うところはどこでしょうか。

<牛乳>

園 「1/J回 3/10

0分母が違うたし算になりそうだ。

○分母が同じじやないからたし算

はできないよ。



<コーヒー>

E211EEィ [III壺 1  5/11 2

3,学習班に分かれ課題を分担させ、

自力解決させる:

○自分でやつてみたい問題を班で決め

ましょう。

3`それぞれの問題を自力解決す

る。

分母が違うままでl

計算できないことを

確認する。

2.式の組み合わせを考える。

01/3+2/5

01/3+1/6

01/3+5/12

01/4+2/5

01/4+1/6

01/4+5/12

01/5+2/5はこの前やったね。

01/5+1/6

01/5+5/12

03/10+2/5

03/10+1/6

03/10+5/12

2.問題抽出する。

○このカードを使って、どんな式の組み

合わせが作れそうですか。

○たくさん作れたね。全部一人で考えて

解くと大変だよね。今日はこの中から、

3つの式を、ジグソー学習で分担して解

き方を研究していきます。

A l 3 + 2/5

B 1/ 3 + 1/6

C 3/10 + 1/6

分母が違う分数のたし算のし方を考えよう。

５
　

　

　

　

年

Ａ

　
　
・
　
　
Ｂ



0分担できたら、自分が担当する問題を

よく考えて答えを出してごらん。

○研究班での自分のめあてを確認しま

しょう。

○どうすれば計算できそうかな。

○うまい通分の仕方を研究班で考えて

みましょう。

4.研究班で問題解決に取り組ませる。

○まず、研究班でのめあてを発表しまし

ょう。次に、自力解決したところを順番

に発表して、いちばんいいやり方を話し

合いましょう。

○分母を同じにしたら計算できそ

つ。

○どうやって分母をそろえよう。

○全然できないよ。

・担当した問題が早く

終わつたら残りの問

題にも挑戦するよう

に促す。

○自分のやり方が正しいか確かめ

たい。

○もっといいやり方があるか聞い

てみたい。

○どうすればやり方がわかるか友

達の考えを聞いてみたい。

○分母をそろえれば計算できそう

だ。

OA 3名 または4名 X4班

B 3名 または4名×4班

C 3名 または 4名 X4班

の研究班に分かれる。

4.ABCの 問題別研究班に分かれ

てそれぞれの問題に取り組む。

○分数のきまりを使えば分母をそ

ろえられそうだ。

O公倍数を探せばいいんだ。

めあてを確認するこ

とで話し合いでの自

分の立場を明確にさ

せる。

・研究班での話し合し

を通分の仕方に焦点

化させる。

・「簡単・無駄なく・

かりやすく」を算数|

問題解決の基本的な

姿勢にすることを確

認する。



○どんな考えで答えを出せたのか、考え

方が分かるように説明を正夫しよう。

○それぞれのいいところを生かして一

番いいと思うやり方を決めよう。

○通分することができたかな。次の時間

は、研究を更に深めた後で、学習班に戻

って自分たちのうまい考えを発表しま

す。

OFplttAの グループの例

3と 5の公倍数は 15だ。分母を 1

5にそろえよう。

1/3+2/5=5/15+6/15

=11/15

と式にまとめる。

○問題Bのグループの例

1/3の形を変えよう。

1/3+1/6=2/6+1/6

=3/6

=1/2

と式にまとめる。

○問題Cのグループの例

分母を60にそろえよう。

3/10+1/6=18/60+10/60

=28/60

=7/15

10と 6の最小公倍数は 30だ。分

母を 30にそろえよう。

3/10+1/6=9/30+5/30

=14/30

圭7/15

と式にまとめる。

ホヮイトボードに

究班での話し合いを

まとめるよう助言す

る。

・早く終わつたダル

プは、他のグループ

問題を考える。



後

5.研究班で考えを深めさせる。

O残っている組み合わせでも、自分たち

の考えたうまいやり方が当てはまる分

数の組み合わせを探してみましょう。

○グループ全員が学習班に戻つて説明

できるように練習しましょう。

5.異なる数値の場合も当てはまる

やり方か検討する。

0問題Aのグループの例

1/5+1/6

1/5+5/12

1/4+2/5

でもできるぞ。

これは、分母同士をかけると通分で

きるパターンだ。

○問題Bのグループの例

1/3+5/12

3/10+2/5

1/4+5/12

でも同じだぞ

これは、片方の分母がもう片方の分

母の倍数になっているパターンだ。

○問題Cのグループの例

1/4+1/6

3/10+5/12

でも当てはまるよ。

これは、最小公倍数で通分するのが

いいパターンだ。

.各学習班に戻り、各問題につい

ての考え方,導き出した結論を伝え

合うことで考えを広げる。

○パターンに合つた

数値を見つけている

か確認する。

○通分の仕方の特徴

を言えるようにする。

○聞き手はワータシ

―卜に記入し、解き

を追体験する。

6。 学習班で報告させる。 6



○ (A、 B、 Cの順に各学習班で発

表し伝え合う。各自が図を用意して

説明するよ)

○問題Aの担当児童の例

1/3+2/5=5/15+6/15

=11/15

分母同士をかけると通分できるパ

ターンです。同じパターンの問題は

1/5+1/6

1/5+5/12

1/4+2/5  です。

○問題Bの担当児童の例

1/3+1/6=2/6+1/6

=3/6

=1/2

これは片方の分母にそろえればい

いパターンです。 (も う片方の倍数 |

なっています。)同 じパターンの間

は

1/3+5/12

3/10+2/5

1/4+5/12  です。



○問題Cの担当児童の例

3/10+1/6=9/30+5/30

=14/30

=7/15

最小公倍数で通分するパターンで

す。同じパターンの問題は

1/4+1/6

3/10+5/12 です。

○友達が担当した問

題を説明することで

理解を確かなものに

する。

○どのパターンも最

小公倍数になってい

ることを確認する。

7.友達の考えた式を使つて、解き

方を説明する。

○問題A

両方の分母同士をかけ算して通

分するパターンです。

O問題B

片方の分母が、もう片方の分母の

倍数になっているパターンです:

○問題C

2つの分母の最小公倍数を求め

て通分するパタニンです。

通分の仕方にはいろいろなパタ

ーンがある。(3つ )

○分母の数の組み合わせによって

うまいやり方がある。

7.全体発表とまとめ

○それぞれの問題の解き方を説明して

ください。

Oこ の問題はどんなパターンの問題で

すか。

○今回の極意は何ですか。○



(3)本時における評価

①学習内容の評価

ヮークシートによる評価

・自力解決で分母をそろえることに着目できたか。

・研究班で相談し、分母のそろえ方について考えを深めたか。

・学習班で通分方法についての考えを広げられたか。

②学ぴ方の評価

・振り返リカードによる評価。

・研究班での発言による評価。

・学習班での報告の仕方による評価。

・授業中の発言やつぶやきを拾った評価。

(4)本時の板書計画

①前半授業 .

牛乳とコーヒーを混ぜでカフェオレを作ります。どんな組み合

せができ、それぞれのカフェオレの量は何どできるでしょうか.

Ｊ
る
分
礎
通

分母の違 う分数のたし算の極意を見つけよう !



②後半授業

覆す:どんな組み合

せができ、それぞれのカフェオンの量は何認できるでしようか。

A

自分たちのやり方が使える式

はどれかな

他にはどんなパターンがあるかな

１

一
３

Ｂ
1

+_
6

１

一
６

＋
３

一
‐ ０

Ｃ

５」‐２
１

一
５

１

」

６

２

」

５

１

一
５

１

一
４

1     5
_十 _
3  12

■ d
12   5
1     5
_十 _
3  12

1

4 １」６3     5
-+一lo  12

踵麗l通分の仕方には色々 なパターンがある
分母の組み合わせによってうまいやり方がある



「
分 数 の 大 き さ と 雄 し算 ひ 奪 算 J

5年
ワ ー ク シ ー ト

組   番  名 前

A + 臥 十
<自力解決>

Q キ
<自力解決>

く自力解決>

<___の 問題>

・自分のめあて

自分たちのやり方が

使える式は?

研究班でやること

<研 究 班 の 者 え >

(鋼諄理野L圧)       京 蠅 豪 が い リ プゴπご bヽ‐ マ=J卜
よ う

<___の 問題>

)(



‐

一
６
十
１

一
５

１

一
６
十
‐

一
４

２
一
５
十
１

一
４ 脅十七

1+5
3  1盆

3__+ム
10  5

1+5
5  12 十十七



‐ ‐
―

ジグソー学習の量闘

前半部分の公開… 1組

後半部分の公開… 2組
前半部分の公開・・饉3組

目関国真実
・若林信子
躍佐藤晃二



実践のレイアウト

1,学年と単元    第 6学年 単元名「線対称口点対称」
2,単元の目標

0線対称な図形の意味と対称の軸、対応する点、辺、角について理解する。

O線対称な図形の性質を理解し、対称性に着目して線対称な図形の作図が出来る。

0点対称な図形の意味と対称の軸、対応する点、辺、角について理解する。

O点対称な図形の性質を理解し、対称性に着目して点対称な図形の作図が出来る。

3,単元の評価規準

○関心・意欲・態度

線対称・点対称の図形の持つ美しさに気づき、身の回りの図形から線対称や点

対称の図形を見つけようとする。

○数学的な考え方

対称という観点で身の回りの形や今まで習つた図形を分類し、調べることがで

きる。

O表現口処理
対象の軸、対象の中心を見つけたり、対応する辺ヨ点口角などを指摘すること

ができる。

対称な図形を分類したり、手際よく描いたりすることができる.

0知識・理解
線対称や点対称の意味が分かるも

対象の軸・対象の中心という用語の意味が分かる。

4,単元の指導計画 (全3次 10時間)   部分がジグソー学習
小 単 元 時 ね ら い 学 習 活 動

形

対称の軸

対応するユ 点、角

対応する点と対称の軸の関係

帥 側

1次

1

1

①線対称な形、対称の軸につ

いて理解する。

②線対称において、対応する

辺口点・角について理解する。

③線対称において、対称の軸

と対応する点を結んだ直線の

関係を理解する。

C精劇称な形の作図の仕方が分

かる。

・身の回りの「きれいな形」の対称性に目を

向ける

・線対称な形や対称の軸を知る

・線対称な形を対称な軸を折り目にして折

り重ね、対応する点・辺角を調べる。

・対応する点を結ぶ直線と対称の軸との関

係を調べ線対称な形の性質をまとめる。

・   形の餞 和用して   形の残

り尋り拙魯掃K。

胤 よう

(締

数
　
　
　
３

⑤点対称な形の定義を知る。

③線対称の定義を見直し、

「対和の考え方を統合する。

C線対称の性質から点対称の性

質を類難し、議 めヽる。

・点対称な形の定義から、「180°回転する」

ことに着目して、線対称の定義を見直す。

そして、「点」と「線Jを読み替えることに気

付き、点対称の性質を、線対称の性質から

類推して辺・点・角の関係や対称の中心、点対

称な形の指 方を発見する。

職 聯 3次

1

③既習の図形を線対称口点対

称の視点から捉え直す。

口色々な四角形を線対称や点対称の観点

から見直す。

・色々な三角形や正多角形を線対称晏点対

税r)観点から購 。

たしかめてみよう 2 まとめと:習熟 摯

鑽 髄



5,本 国の実践

(1)点対称な形の定義から、「180°回転するJことに着目させて、線対称な形の定義を 見直すことを通して、「対

称」を統合する。「点」を「線」に代えれば同じように言えることに気づく。

「1つの点を中心にして 180・回転させたとき、もとの形にぴつたり重なる形を貞対称な形といいます。また、中心

にした点を対称の中:Lといいます。」

↓

「1つの盤を中心にして 180°回転させたとき、もとの形にびつたり重なる形を盤対称な形といいます。また、中心

にした盤諸対称の塾といいます。」

(2)線対称の特徴から、点対称の特徴を類推し実証する。

「A対象の軸を折り目にして折つたときに重なる点、辺、角を『対応する点、辺、角』と呼ぶ」
→「A対象の中心を中心にして図形の半分を回転した時に重なる点、辺、角を『対応する点、辺、角』と呼ぶJ
「B対応する点同士を結ぶ直線は対称の軸と垂直に交わる」
→「B対応する点同士を結ぶ直線は対称の中心で交わる」
「C線対称の軸を中心に、同じ長さをとつて点を打つて結ぶと線対称の図形を描くことができるJ
→「C『点対称の中心』を中心に同じ長さをとつて点を打つて結ぶと点対称の図形が描けるJ

ジグソーの流れ

課題を把握する

自力解決する

学習班で選択する

研究班に分かれる

議明準備をする__

学習班に戻る

報告い説明しあう

考えを広げる

全員でまとめゃ

今日の形 iま線対称と言えるだろうか

個人で検証

点対称な形の定義を知る

線対称の定義を見直して「180・ 回転Jで統合する

線対称の特徴を想起する

点対称の特徴を調べよう

点 口角 口辺研究班 I対称の00研究班

、  線対称の特徴から点村警?

点対称の特徴を実証する

学習班での報告準備

学習班での報告

＼ /
点対称の性質・描き方の確認

類推による解決のよさをまとめる

＼/

描き方研究班

三
組

公

開

部

分

二
組

公
開

部

分

ヽ ノ



6、「3つの課題」について          。

本時の学習では前時(―組公開部分)での点対称の定義や名称の類推から、児童が「類推的な考え方」に気づき

学習を進めていく。そのため、ジグソー学習での三つの課題として線対称の特徴から類推することができる「対応す

る点、通、角の関係J「対応する点を結ぶ直線と対象の中心の関係J「点対称の図形の描き方」を用意した。

7、 本時の指導

(1)本時のねらい

ア 線対称での学びから、点対称な形の性質や描き方を類推する。
イ 線対称において、対応する辺・点・角について理解する。
ウ 線対称において、対称の軸と対応する点を結んだ直線の関係を理解する。
工 線対称な形の作図の仕方が分かる。
(2)学習の展開

教師の活動 児童の活動 留意点など

前

時

1図形①を提示する。

t今日の勉強も図形の性質につ

いて勉強します。 この図形
はどんな性質を持つ図形でし

ょうか。
2図形①の性質の確認
tでは、この図形がどんな性質の

図形か調べてみましょう。

3線対称の定義から点対称の
定義を類推させる。
tこの図形の性質はどんな性質

でしたか。

t「動かし方にも色々あるので、

線対称の時のようにきちんと

整理してみましょう。」
t線対称という性質は「一つの形

の半分を一本の直線を中rbにし

て180度回転したとき他の半分
にびつたり重なる」と約束しまし

た.じゃあ、この図形のような性

質はどんな風に呼べばいいか

な。
t「一つの形の半分を」までは大

文夫ですね。次の「一本の直線

を中心にして」は変わりますね。

tそうですね。「一つの点を中心

にして」に変わりました。「180度

回転した時に他の半分にぴつた

り重なる二もそのままで良さそう

です。どんな約束になつたかな。

tはい。「一つの形の半分を1点

を中心にして 180度回転した
とき他の半分にびつたり重な

る」という風にこの図形が持
つ性質を説明できました。

4点対称の名称を類推させる。
tでは、このような性質のことを

菫線対称かどうか判断しようとす

る。

O線対称かな。
Oでも、なんか違うみたいだよ。

・線対称ではないことを確認す

る。

O折つても重ならないよ。
0切つても良い?
0半分に切つて合せてみたら重
なつたよ。

0半分に切つて動かすと重なる
性質。

0「 1点を中Iいにして」になる。

○「一つの形の半分を1点を中心

にして180度回転したとき他の半分

にぴつたり重なるJになるよ。

○ 図形①を印届1した画

用紙を配り、線対称で

lまないことを判別する

多彩な活動を弓|き出

す。

○「動かす」という曖昧な

表現ではいけないことを意

識づける。

○一度、線対称の定義か

ら類推を行うことで類推的

な考え方の方法を児童に

意識づけする。

O実際の操作と照らし合
わせながら表現させてい

く。

○声に出して読み上げさ

せることで、点対称の定義

を確認する。

○線対称の名称や定義か

ら類推させる。

①図



0点対称の名称が正しい
こと、中心の 1点を対称の

中心と呼ぶことを教える。

○線対称な図形が持つ特

徴の確認。

0点対称の定義や名称を
考えた場面から「線」や「対

象の軸」といつた用語を

「点」や「対称の中心」とい

つた用語に置き換えれば

よいのではと類推する。

○分担の際には配慮が必

要な児童がいる班には難

易度について説明し、個々

が持つ課題が適切なもの

となるよう助言を行う

○線対称から類推した特

徴を実証する学習を行うよ

う確認する。

③図形① (全体)や図形①

(半分)を F「刷した画用紙・

工作用紙を用意しておく。

○線対称の特徴からどの

ように類推したかを明確に

伝えるよう助言する。

○具体物の操作や図を用

いての説明については、そ

の方法を言葉で表現する

ことも大切であると助言を

0線じやなくて点.
○「点」対称になります。

ヨ線対称の図形が持つ特徴を思い

出す。

○「対象の軸を折り目にして折つ

たときに重なる点、辺、角を『対

応する点、辺、角』と呼ぶ」

○「対応する点同士を結応ミ直線は

対称の軸と垂直に交わる」

○「線対称の軸を中心に、同じ長

さをとつて点を打つて結ぶと線

対称の図形が描ける」

○多分違うよ。

0名前を変えたみたいに「線」を
点に置き換えれば良いんじゃな

いかな。

何と呼べばよいでしょうか。
「一つの形の半分を一本の直

線を中心にして180度回転じ
たとき他の半分にびつたり重

なる」性質は線対称だつたか

ら・―

tそうですね。「点対称Jと呼ぶの

ですよ。この時の点のことを、

対称の中心と呼びます。

53つの課題を抽出する
t線対称の学習では、線対称な

性質を持つ図形の特徴をいくつ

か勉強しました。どんなのがあり

ましたか。

tこの「A対象の軸を折り目にし
て折つたときに重なる点、辺、角

を『対応する点、辺、角』と呼応tJ

「B対応する点同士を結ぶ直線
は対称の軸と垂直に交わる」「C
線対称の軸を中lいに、同じ長さ

をとつて点を打つて結ぶと線対

称の図形が描ける」Iよ、点対称

の図形でも同じでしようか。違う

としたら、どのように変えればよ

いでしょうか。

t自 分でやつてみたいもの班で

決めましょう。

t分担が決まつたら、よく考えて

取り組んでみましょう。

6研究班で問題解決に取り組
ませる。
t自分の考えが正しいかどうか、

分かりやすい表現ができている

かどうかを研究班で確かめてみ

ましょう。
t自分の考えを説明しましょう。

線対称から、点対称の「対応する辺口点 =角の関係」を類推しよう

線対称から、点対称の「対応する点を結んだ直線と対称の中心の関係」を類推しよう

線対称から、点対称な図形の「描き方」を類推しよう。

・(研究班に分かれる)

A4名 X3班 Al～ A3
B4名 X3班 Bl― B3
G4名 X3班 01-03
0課題 Aグループの例
「対象の軸J→ F対象の中心J
「折り目にして折つたときJ
→「中心にして 180度回転させたと

・(班でABCを分担する)
・(自 力解決)



行う。

○簡単口簡潔・明瞭な表現

と説明を確認する。

○簡易ホワイトボードが話

し合いのステージになるよ

う助言し、全員の合意事項

をワークシートに転記して

いくよう徹底する。

○各研究班での研究結果

は、ワークシートヘの記入

や作図を通して追体験さ

せ理解を確かにさせる。

○説明に困る児童 Iま、研

究班の伸FEEに聞きに行くよ

う助言する

O研究班で得た様々な説
明の方法を試して見るよう

助言を行う

○個々が担当した課題以

外のものについて発表さ

せることで、学習班での学

びを確かなものにする。

○点対称の特徴を明確化

し、確認する。

き」
と類推する。画用紙を切つたり、作

図をして説明を考える。

O課題 Bグループの例
「対称の軸と交わる」
→「対称の中心と交わる」

と類推する。作図から確かめ「対象

の中心で交わるJと改める。

O課題 Cグループの例
「線対称の軸を中心に」
→「『点対称の中心』を中心に」

と類推する。作図を通して確かめ

る。

・お互いに教え合い、学習班に戻つ

てからの説明をするための表現方

法を相談じ練習する。
・画用紙を使つて具体物を作つて説

明する。
口作図を行い、図示で説明を行う。

・各学習班に戻り各課題について

の考え方、導きだした結論を伝え

合う。

○課題 Aの担当児童の例
画用紙を折つたり、作図を用いたり

して「『対象の中心』を中心にして図

形の半分を回転した時に重なる

点、辺、角を『対応する点、辺、角』

と呼ぶ」と説明する。

○課題 Bの担当児童の例
作図を用いて「対応する点同士を

結ぶ直線は対象の中心で交わる」

と説明する。

○課題 Cの担当児童の例
作図を用いて「『点対称の中心』を

中心に、同じ長さをとつて点を打つ

て結ぶと点対称の図形が描けるJ

と説明する。

日自分が担当したもの以外の課題

について説明を行う。

O「対象の中心を中fbにして図形

の半分を回転した時に重なる点、

辺、角を『対応する点、辺、角』と呼

St」

「対応する点同士を結ぶ直線は対

象の中心で交わる」

「『点対称の中心』を中心に、同じ

長さをとつて点を打つて結ぶと点対

称の図形が描けるJ

t研究班の申で、一番分かりや

すい表現と、その説明を考えま

しょう。

t研究班全員が学習班に戻つて

説明が出来るように練習しまし

ょう。

7学習班で報告、班内の理解を
深めさせる。

tで 1ま、学習班に戻つて研究班

での成果を発表してください。

8全体発表とまとめ
t学習班での報告の結果をまと

めたいと思います。班員からど

んな報告がありましたか。

tそうですね。線対称な性質を持

つ図形の特徴を、点対称に置き

換えると「対象の中心を中心に



して図形の半分を回転した時に

重なる点、辺、角を『対応する

点、辺、角』と呼ぶJ「対応する点

同士を結ぶ直線 |ま対象の中rb

で交わる」「『点対称の中Jb』を

中心に、同じ長さをとつて点を打
つて結ぶと点対称の図形が描け

る」ということが分かりました。こ

れは全て点対称の性質を持つ

図形の特徴として正しいことで

す。
tこれらの特徴を利用して練習

問題を解いてみましょう。

t練習問題は次の授業で答え合

わせをしたいと思います。授業

の終わる時間なので、振り返り

カードを書きましょう。

t丸をつけた項目に合つた振り返

りをカードに書きましょう。

口練習問題に取り組む
・振り返リカードに記入を行う。

0～～君は画用紙を切つて、実際
に動かして説明していたので分か

りやすかつた。

○線対称の特徴の「線」を「点Jに

変えて考えたら点対称の特徴を考

えることができた。

○練習問題のプリントを配

布する。

本時の板書計画

点対称で学ぶこと

切つて動かしたら重なつた

点対称ではど

のようになる

か考えよう。

線対称の定義(約束)
一つの形の半分を一本

の直線を中心にして180
度回転したとき他の半分

にびつたり重なること

)課題から説明できる

しよう。

)説明をよく聞こう

J
させた。

___Jl

… … … …

11

B対応する点同士を結ぶ直線Iま対称
の軸と垂直に交わる

G線対称の軸を中心に、同じ長さをとつ

て点を打つて結ぶと線対称の図rr/が

描ける

1占 ‖ 和
匹
目
――
――
ＩＬ

り重なること      |

1      目 刀 群 ス

→自分の

ようにL

研究班

→一人の

点対称の学習課題作リ線対称の学習を生かして考えよう

後時

対 称 しヽて考えよう 学習班  →研究結果を広|ずよう
A対象の中心を中心にして図形の半分

を回転した時に重なる点、辺、角を

『対応する点.辺、角』と呼昼

B対応する点同士を結ぶ直線Iま対象
の中心で交わる

線対称

A対象の軸を折り目にして折つたとき
に重なる点、通、角を『対応する点、

辺、角』と呼ぶ

C『点対称の中心』を中心に、同じ長さ

をとつて点を打つて結ぶと点対称の

図形が描ける

B対応する点同士を結ぶ直線は対称
の軸と垂直に交わる

研究班
練習問題

点対称になるとどうか →自分の取り組んだ課題以外の物から

わるか、一番よい説明    チャレンジ。難しかつたら友だちにアド
バイスをもらおうを決めて練習しよう
振 り返 リカード

G線対称の軸を中心に、同じ長さをとつ

て点を打つて結ぶと線対称の図形が

描ける

A対象の軸を折り目にして折つたとき
に重なる点、辺、角を『対応する点、

辺、角』と呼ぶ



(3)本時における評価

①学習内容の評価

ワークシートによる評価

轟自力解決で点対称の特徴を類推することができたか。

・自力解決で類推した点対称の特徴を図や操作を通して確かめることカミできたか。

・研究班で相談し、点対称の特徴に関する考えを深めたか。

・学習班で、点対称の特徴について考えを広げられたか。

②学び方の評価

口振り返リカードによる評価。

・研究班での発言による評価。

口学習班での報告の仕方による評価。

日授業中の発言、つぶやきを拾つた評価。

点対称 練習問題 組  名前河椰 繰督Fo3題     ｀   組  も顧
・ 右にある点対称の図形を見て、下の質問に答えましょう。

① 点あ :こ対応する点は 点  です。

② 点い に対応する点は 点  です。

③辺えお に対応する辺は 辺  です。

①辺おか に対応する辺は 辺  です。

③ 角あ と同じ大きさの角Iま 角  です。

③ 角い と同じ大きさの角は 角 です。

② 点い と 点お を結ぶ直線と、 点か と
直線は     で交わります。

点う  を結ぶ

③ 点う 点か から 0で交わった点までの長さは _____に
なります。

・下にある図は、点対称の図形を途中まで描いたものです。
点き を対称の申心として、図を完成させましょう。

饉園堕⊇壼賓二重壺して考えよう|

A対称の軸虐析リロにして
,靖つたときに重なる点、運、
角を『対態する辺、点、角』と
口響LSA.

B対応する恵同避 織ぶ直線
は対称の軸と垂直!二交わる。

1 7・

C対称あ軸を中心に、同じ長
さをとつて点を打ち、結itと
線対称な図形がかける。

この図形が持つ性質はなんだろうか

―
の定義 帥

一つの形の半分を一本の
臨 を中心にして■80
度回転したとき他の半分
にびったり重なること

お


